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第Ｓ章「フルピースポーツスクール」の実践

第１節フルピースポーツスクールの軌跡

（１）ＦPSSの設立と理念

鶴蝋

K'職＃

表ＳＦPSSの参加メンバーと校務分掌

校務分掌 担当学級専修名･学年 氏名

校長保健体言睾写１１参・４年次 ＫＹＫ,Ｋ、

学校''1｣I理学・４年次 運営・管理 フルピー3組ＭＲ．

フルピー3組運営・管理学校lllj1理学・４年次 ＹＭ．

運営・管理国語教稽塞早I彦・４年次 ＳＮ． ＫＹ

庶務技術教育専修・４年次 LEPＡ､Ｈ、

連絡保健体渭柔厚修・３年次 ＴＭ． LEP

生徒指導

生徒指導

牛拝健康教育・３年次 LEPＫ､Ｋ、

フルピー3組教育学専修・２年)欠 ０Ｍ．

広報・記録技術教i昌睾草''参・］年次 ＫＹＫ､Ａ、

ＦPSSの基本理念として，学校目標は「身体で感じるピースフル」（身体を使って平和を表現する）と設

定した。これは，総合的な学習の時間で取り扱うことになっていた平和学習と体育の融合を意図した学校

目標となっている。次に，学校経営方針としては，①体力・技術の向上などの達成感を味わう，②平和に

ついて身体を使って表現する，③コミュニケーション・協調'性の育成の３点を掲げた。

（２）ＦPSSの子ども集めの背景

本来，このＰＳでは土曜日の午前中に子どもたちを集める予定であったが，ＦPSSでは実際の学校現場と

タイアップする形で実施した。なぜなら，今回のモデル事業における短期間での実践において，模擬学校

の倉'｣造の方法論を多角的に検討する必要性があると考えたからである。

ＦPSSでは，Ｒ大学附属小学校６年生の総合的な学習の時間を活用した。２クラス計78名を対象に，児童

を新たに３クラスに配分し，そのクラスごとに４年生を中心として担任と副担任を配属した（図4）。ただ

し，３年生以下の学部生に限っては，各クラスに１人ずつ配置ざせ補助的な役割にまわってもらった。なぜ

ならば，本来「教職実践演習」は，４年次の後期に実施する予定の必須科目であるからである。加えて，３

年生以下は，教科の専門的な授業の履修途中でもあり，教育実習の経験もない中で，学級経営や教科指導

をするのは困難を要すると判断したためであった。
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Ａ運勘･スポーツ蕊（フル･ピースポーツ･スクール）
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図４ＦPSSの運営に関する概念図

第２節FPSＳにおける企画・運営

写真，は，ＦPSSにおける企画から運営に関する学生たちの様子である。

（１）企画の内容

第１回の会議では，メンバーの顔合わせやどのような学校にするのかということを話し合った。第２，３

回の会議では，具体的に，学校名，学校理念や学校方針，そして校務分掌を確定した。校務分掌は，校長，

運営・管理，庶務，連絡，生徒指導，広報・記録の６部門を設けた。さらに，第4,5回の会議では，オリ

ジナルの校章やポロシャツ，そして各学級の担任と副担任等を決定した（表6）。第6,7回の会議では，授

業実践の評価規準の策定（表7）や評価方法のための学習ファイル，そして目標に到達した児童へのライセ

ンス・カードなどを検討した。加えて，各学級において，指導計画や学級方針等も検討した。

表６ＦPSSとしてのオリジナル必須アイテム

写真１学生たちのＦＰＳＳの企画から運営（授業実践）の様子
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表７ＦPSSの評価規準および基準

1.評価規準

1３

身体･学びへの

意欲･態度

身体･学びへの

思考･判断

身体･学びに関わる

知識･理解

身体･学びに関わる

技能･表現

･仲間と協力して助け合っ

たり,互いのよさを見つ

けたりして仲良く運動

に取り組んでいる

･練習や発表会では,互

いの良い所を批評した

り，成果を確かめ合っ

たりしている

･平和について理解し，

それを表現することが

楽しい運動であるという

特`性やその練習の仕

方を知っている

･大きな動き,音楽に乗っ

た動きなど,平和への

つながりを持って表現

できる
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